
１．日時：平成 30年8月22日（水）　14:00～16:00

２．場所：太田川河川事務所　３階会議室

３．出席者

部会長：　森脇　武夫　【広島工業大学　教授】

委 　員：　半井　健一郎　【広島大学　教授】

４．議事次第：

・    審査対象案件（工事）の全体説明

・    審査対象案件（工事）の個別審査

・    審査対象案件（業務）の全体説明

・    審査対象案件（業務）の個別審査

・    落札者決定時の意見聴取に関する報告

５．審査概要：　　※対象案件は別添、総合評価審査部会資料（抜粋）のとおり

（１）審査対象案件（工事）の全体説明

審査対象工事件数・・・　一般競争入札（総合評価方式）　 全 25件

＜審査工事件数の内訳＞

1） 評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・ 14件

総合評価方式【施工能力評価型】内訳

審査件数

8件

3件

11件計

法面処理

工種

一般土木

発注者：　三次河川国道事務所、太田川河川事務所、土師ダム管理所、弥栄ダム管理所、温井ダム管理所、中国技
術事務所

中国地方整備局総合評価審査委員会 広島県第一部会（第5回）
開催結果の概要
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総合評価方式【チャレンジ型】内訳

審査件数

1件

1件

1件

3件

2）技術提案の審査（入札前審査）・・・・・・ 11件

総合評価方式【施工能力評価型】内訳

審査件数

4件

1件

1件

2件

1件

9件

総合評価方式【チャレンジ型】内訳

審査件数

1件

1件

2件

（２）審査対象案件（業務）の全体説明

審査対象業務件数・・・ 全 6件

＜審査業務事件数の内訳＞

1）評価項目・加算点の審査（公告・公示前審査）・・・ 1件

業務種別 審査件数

土木関係建設
コンサルタント業務

1件

1件

一般土木

維持修繕

計

建築

通信設備

法面処理

計

維持修繕

計

一般土木

維持修繕

計

工種

工種

工種

一般土木

機械設備

簡易公募型競争入札
・総合評価落札方式

簡易型

発注契約方式
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２）評価項目・加算点の審査（特定・入札前通知前審査）・・・ 5件

業務種別 審査件数

地質調査業務 1件

土木関係建設
コンサルタント業務

4件

5件

（３）落札者決定時の意見聴取に関する報告

報告工事件数・・・　一般競争入札（総合評価方式） 全 1件 (H30.8.3～H30.8.3　開札分)

・ 施工能力評価型 ・・・・・・ 1件

報告業務件数・・・　（総合評価落札方式） 全 6件 (H30.7.31～H30.8.1　開札分)

発注契約方式

簡易公募型競争入札
・総合評価落札方式

簡易型

簡易公募型
プロポーザル方式

総合評価型

計
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　総合評価審査委員会資料（抜粋）
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審査対象工事一覧表

平成３０年８月２２日

資料－１

平成３０年度　広島県第一部会（第５回）
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◆公告前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧

※下表において、◎は重点審査工事を示す
技能者の
従事計画

企業の
技術力

施工能
力

ｱ） ｲ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア） ア） ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ）

参加資格

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

同
種
工
事
の
実
績

同
じ
工
種
種
別
の
２
年
間
の
平
均
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度
（

ゴ
ー

ル
ド

カ
ー

ド
制
度
）

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／
安
全
管
理
優
良

請
負
者
表
彰

下
請
表
彰
企
業
の
活
用

登
録
基
幹
技
能
者
又
は

建
設
マ
ス
タ
ー

有
効
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
の
活
用

地
元
企
業
の
一
次
下
請
活
用
率

地
元
資
材
の
活
用
率

同
種
工
事
の
実
績

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／
安
全
管
理
優
良
技

術
者
表
彰

継
続
教
育
（

Ｃ
Ｐ
Ｄ
）

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

1
太田川河
川事務所

一般土
木

C
砂
防

広島西部山系３０３
渓流土石流堆積工第
２期工事

◎ 2
太田川河
川事務所

一般土
木

C
砂
防

広島西部山系５８０
渓流上流砂防堰堤工
事

3
太田川河
川事務所

一般
土木

C
河
川

三篠川上深川地区災
害復旧工事

4
太田川河
川事務所

一般
土木

C
河
川

三篠川上深川地区外災
害復旧その１工事

5
太田川河
川事務所

一般
土木

C
河
川

三篠川上深川地区外災
害復旧その２工事

6
太田川河
川事務所

一般
土木

C
河
川

三篠川狩留家地区外
災害復旧工事

7
三次河川
国道事務
所

一般土
木

C
道
路

尾道松江線三次東
JCT・IC外災害復旧工
事

8
三次河川
国道事務
所

一般土
木

B
+
C

道
路

尾道松江線高野IC災
害復旧工事

9
三次河川
国道事務
所

法面処
理

-
道
路

尾道松江線三次地区
外災害復旧工事

10
三次河川
国道事務
所

法面処
理

-
道
路

尾道松江線世羅地区
外災害復旧工事

11
三次河川
国道事務
所

法面処
理

－
道
路

尾道松江線吉舎IC災
害復旧工事

入
札
方
式

工事概要

公
告
時
期
（

月
）

企業の施工実績

評
価
型
区
分

施
工
体
制
確
認
型

施工体制

難
易
度

工
事
種
別

　
　
備
　
　
考

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

配置予定技術者の能力

企
業
の
能
力
等
　
計

技
術
者
の
能
力
等
　
計

地元企業活用促
進型

ラ
ン
ク

①
施
工
体
制
を
除
く
全
て

加
算
点
の
合
計

施工計画

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

工事名No.
区
分

事
務
所
名

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容や特性をわか
りやすく記載するこ

と）
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◆公告前の審査【チャレンジ型】対象工事一覧

※下表において、◎は重点審査工事を示す

ｱ） ｲ） ア） イ） ウ） ア） イ） ウ） エ）

参加資格

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

同
種
工
事
の
実
績

同
じ
工
種
種
別
の
２
年
間
の
平

均
成
績

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

同
種
工
事
の
実
績

同
種
工
事
の
工
事
成
績

継
続
教
育
（

Ｃ
Ｐ
Ｄ
）

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

1
太田川河
川事務所

一般
土木

C
河
川

太田川高瀬堰外整備
工事

2
中国技術
事務所

維持
修繕

－
道
路

中国技術事務所構内
水路整備工事

3
中国技術
事務所

建築 C
営
繕

研修棟内装外改修工
事

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.

事
務
所
名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

区
分

加
算
点
の
合
計

①
施
工
体
制
を
除
く
全
て

施工体制 企業の能力等

工事名 工事概要

工事の特性

（評価項目設定の妥当性
が判断できる工事内容や
特性をわかりやすく記載

すること）

公
告
時
期
（

月
）

入
札
方
式

評
価
型
区
分

難
易
度

企
業
の
能
力
等
　
計

技術者の能力等
技
術
者
の
能
力
等
　
計

　
　
備
　
　
考施

工
体
制
確
認
型

施工計画
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◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

1
太田川
河川事
務所

一般
土木

C
砂
防

広島西部山系上原1
号外砂防堰堤工事

・砂防堰堤（H=14.5m、L=93.0mの内、H=8.0～9.0m、
L=63.8mの施工）　砂防土工　１式（掘削工　V=約
7,200m3、法面整形工 A=約60m2、残土処理工　1
式）、地盤改良工　1式（置換工　V=約1,900m3）、
コンクリート堰堤工　１式（作業土工　1式、コンク
リート堰堤本体工　V=約3,350m3）、仮設工　１式
・流路（L=約40m）　砂防土工　１式（掘削工　V=約
500m3、盛土工 V=約40m3、残土処理工　1式）、法面
工　１式（植生工　A=約110m2）、流路護岸工　１式
（コンクリート　V=約20m3）、床固め工　１式（コ
ンクリート　V=約440m3）、石・ブロック積（張）工
1式（コンクリートブロック積　A=約60m2）、付帯道
路施設工　1式（橋台工　1式）、流路付属物設置工
１式（防止柵工　1式、階段工　1式）、仮設工　１
式

広島西部山系直轄砂防事業区域の
うち、上原１号砂防堰堤及び上原
２号流路工の施工を行う工事であ
る。施工箇所の周辺には人家が近
接しており、騒音及び振動への配
慮が求められる。

Ⅰ型
Ⅲ

砂防
ダム

30 14 1 5 20 70.0
工事現場内における騒
音対策及び振動対策に
対する施工計画

－
太田川
河川事
務所

一般
土木

C
砂
防

広島西部山系293渓
流砂防堰堤外工事

293砂防堰堤　１基（H=8.0m、L=44.0m）　　砂防土
工　1式（掘削工　V=約600m3、盛土工　V=約
100m3）、法面工　1式（植生基材吹付　A=約500m2、
連続長繊維補強土工　A=約300m2）、コンクリート堰
堤工　1式（コンクリート　V=約1,300m3（コンク
リート堰堤本体工、垂直壁工、コンクリート側壁
工、水叩工））、取付護岸工　1式（コンクリートブ
ロック積　A=約20m2）、砂防堰堤付属物設置工　1式
（防止柵工　約50m、銘板工N=1枚、階段工　1式）、
仮設工　1式（工事用道路工　１式）
293道路改良　１式　道路土工　1式（掘削工　V=約
1400m3、路体盛土工　V=約30m3）、法面工　1式（植
生マット　A=約400m2）、舗装工　1式（ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装
工　A=約290m2）
294砂防堰堤　１式　砂防土工　1式（掘削工　V=約
200m3、盛土工　V=約100m3）、コンクリート堰堤工
1式（コンクリート　V=約330m3（垂直壁工、コンク
リート側壁工、水叩工））
294道路改良　１式　道路土工　1式（掘削工　V=約
1500m3、路体盛土工　V=約1,800m3）、法面工　1式
（植生マット　A=約600m2）、舗装工　1式（ｺﾝｸﾘｰﾄ
舗装工　A=約440m2）

広島市安佐南区緑井町地内の２９
３渓流において砂防堰堤外を施工
するものである。現場に隣接して
住宅団地が存在するため、騒音及
び振動対策に留意することが重要
である。

Ⅰ型
Ⅲ

砂防
ダム

30 14 1 5 20 70.0
工事現場内における騒
音対策及び振動対策に
対する施工計画

取
り
止
め

2
太田川
河川事
務所

一般
土木

C
河
川

天満川中広町地区
堤防工事

工事延長L=約２５０m
築堤　　　　　　　　V=約１，０００m3
法覆護岸工　　　　A=約１，５００m2
舗装工　　　　　　　A=約　　６６０m3
根固め　　　　　　　V=約　　３５０m2
仮設工　　　　　　　１式

一級河川太田川水系天満川の広島
県広島市西区中広町１丁目地先に
おいて、築堤護岸工事を施工する
ものである。工事箇所に住宅及び
事業所が近接しており騒音に配慮
した施工が重要になる。

Ⅰ型
Ⅱ

河川
護岸

30 14 1 5 20 70.0
工事現場内における騒
音対策及び振動対策に
対する施工計画

3
太田川
河川事
務所

一般
土木

C
河
川

天満川上天満町地
区高潮堤防工事

工事延長L=約２００m
築堤　盛土工　　　V=約　　８００m3
法覆護岸工　　　　A=約１，２００m2
捨石工　　　　　　　V=約　　３７０m3
舗装工　　　　　　　A=約　　６６０m2
仮設工（仮締切矢板工）　　１式（L=約250m）

一級河川太田川水系天満川の広島
県広島市西区天満町及び上天満町
地先において、築堤護岸工事を施
工するものである。工事箇所に小
学校及び住宅、事業所が近接して
おり騒音に配慮した施工が重要に
なる。

Ⅰ型
Ⅱ

河川
護岸

30 14 1 5 20 70.0
工事現場内における騒
音対策及び振動対策に
対する施工計画

⑥
地
元
企
業
活
用
促
進
型

No.
区
分

ラ
ン
ク

工事名 工事概要

工事の特性

（評価項目設定の妥当性が判断できる工事内容
や特性をわかりやすく記載すること）

工
事
種
別

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

評
価
型
区
分

加　　　点

⑦
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

⑤
施
工
能
力

（
情
報
化
施
工
の
活
用

）

③
登
録
基
幹
技
能
者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

②
企
業
の
施
工
実
績

④
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の

活
用

）

難
易
度

⑧
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

競争参加資
格不可社数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

評価点
入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除
く
数

）

備
考

技
術
資
料
提
出
者
数
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◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

⑥
地
元
企
業
活
用
促
進
型

No.
区
分

ラ
ン
ク

工事名 工事概要

工事の特性

（評価項目設定の妥当性が判断できる工事内容
や特性をわかりやすく記載すること）

工
事
種
別

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

評
価
型
区
分

加　　　点

⑦
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

⑤
施
工
能
力

（
情
報
化
施
工
の
活
用

）

③
登
録
基
幹
技
能
者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

②
企
業
の
施
工
実
績

④
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の

活
用

）

難
易
度

⑧
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

競争参加資
格不可社数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

評価点
入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除
く
数

）

備
考

技
術
資
料
提
出
者
数

4
太田川
河川事
務所

一般
土木

C
河
川

天満川上天満町地
区堤防工事

工事延長L=約２００m
築堤　　　　　　　　V=約　　７００m3
法覆護岸工　　　　A=約１，１００m2
舗装工　　　　　　　A=約　　５００m2
根固め　　　　　　　V=約　　２３０m3
仮設工　　　　　　１式

一級河川太田川水系天満川の広島
県広島市西区上天満町及び中広町
１丁目地先において、築堤護岸工
事を施工するものである。工事箇
所に小学校及び住宅、事業所が近
接しており騒音に配慮した施工が
重要になる。

Ⅰ型
Ⅱ

河川
護岸

30 14 1 5 20 70.0
工事現場内における騒
音対策及び振動対策に
対する施工計画

◎ 5
三次河
川国道
事務所

維持
修繕

-
道
路

三次管内橋梁補修
工事

工事延長L=32.5km
（国道５４号（L=13.5km）：三原地区、布野地区、
横谷地区）（尾道松江線（L=19km)：水越地区、口和
地区）
　【神明橋】橋面防水　A＝640m2、伸縮装置取替
L=37.1m、当て板補修工　１式
　【下奥ノ迫橋】伸縮装置取替　L=59.1m
　【水越橋】伸縮装置取替　L=10m
　【真金原橋】伸縮装置取替L=9m
　その他４橋（国道54号：神明橋側道橋、新天満
橋、新天神橋、荒神橋）

一般国道５４号および尾道松江線
における橋梁補修工事である。現
道上で通行する一般車両を規制し
ての施工であり、一般交通に対す
る安全対策に留意する必要があ
る。

Ⅰ型

Ⅱ
道路
維持
管理

30 13 1 1 5 20 70.0

神明橋の伸縮装置取替
の施工時における一般
交通（車輌）への安全
対策に対する施工計画

6
三次河
川国道
事務所

機械
設備

-
河
川

馬洗川願万地排水
機場2号ポンプ整備
工事

願万地排水機場２号ポンプ（立軸斜流、ポンプ口径
1000mm、吐出量2.0m3/s）
　主ポンプ分解整備　　１台
　主原動機分解整備　　１台
　減速機分解整備　　　１台

三次河川国道事務所が管理する願
万地排水機場において２号ポンプ
設備の分解整備を行う工事であ
る。既設機器を工場に輸送して整
備する工事であり、ポンプの正常
な機能を維持するためには各機器
の再設置時の位置管理が重要であ
る。

Ⅰ型

Ⅳ
揚排
水機
場

30 19 1 20 70.0
主ポンプの据付精度確
保に関する施工計画

7
土師ダ
ム管理
所

機械
設備

-
河
川

土師ダム選択取水
設備扉体整備工事

扉体塗装塗替　　　　　３門
主ローラ取替　　　　４８基
サイドローラ取替　　４８基
点検歩廊設置　　　　　１式

土師ダム管理所における選択取水
設備の整備工事を行うものであ
る。扉体撤去・再設置に対し、事
故防止に注意を払う必要がある。

Ⅰ型

Ⅳ
ダム
取水
設備

30 19 1 20 70.0
扉体撤去時・再設置時
の安全対策に関する施
工計画

8
温井ダ
ム管理
所

通信
設備

-
河
川

温井ダム管内ＣＣ
ＴＶ設備工事

ＣＣＴＶ監視制御装置更新　1台
ＣＣＴＶカメラ更新　　　　5台

ダム管理で使用するＣＣＴＶ設備
の更新を行うものである。施行ミ
スにより他設備へ影響を与えない
ことが重要である。

Ⅰ型

Ⅱ
河川
電気
通信
設備

30 19 1 20 70.0
運用中の他設備への影
響防止対策に関する施
工計画

9
弥栄ダ
ム管理
所

法面
処理

-
道
路

弥栄ダム日宛地区
法面工事

工事延長L=500m
掘削工　V=110m3
法面整形工　A=460m2
モルタル吹付工　A=457m2
ポケット式落石防止網　A=810m2
覆式落石防止網　A=560m2
仮設工　1式

平成２８年度にダム湖内の環境整
備施設の管理道の法面の崩壊が発
生しており現在通行止めを実施し
ている。このままの状態では更に
浸食、崩壊が進み河川巡視に支障
が生じるため早急な法面保護対策
が必要である。

Ⅱ型

Ⅰ
斜面
安

定・
法面
工

30 14 1 5 20 70.0 －

9



◆入札前の審査【チャレンジ型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

-
三次河
川国道
事務所

一般
土木

Ｃ
道
路

尾道・松江自動車
道長田地区外高架
下整備工事

工事延長 L=１，９８０　ｍ
　　道路土工 一式（掘削V=970m3、盛土
V=920m3）
　　擁壁工　　　　　 　 一式
　　コンクリート工　 　 一式
　　排水構造物工　   　 一式
　　防護柵工　　　　　  一式
　　舗装工　　　　 　   一式
　　道路附属施設工　    一式
　　構造物撤去工　　    一式
　　仮設工　　　　　    一式

中国横断自動車道（尾道松江線）
のうち、広島県三次市三良坂町長
田～岡田地内における高架下整備
工事である。

チャ
レン
ジ型

Ⅰ
道
路
維
持
管
理

30 2 3 5 40.0

取
り
止
め

-
三次河
川国道
事務所

一般
土木

Ｃ
河
川

馬洗川十日市地区
外環境整備工事

工事延長 L=220ｍ
　　法覆護岸工（階段護岸） Ｌ=173.6m
　　仮設工　　　　　　　　　　 一式

一級河川江の川の広島県三次市十
日市地先における環境整備工事で
ある。

チャ
レン
ジ型

Ⅱ
河
川
護
岸

30 2 3 5 40.0

取
り
止
め

1
三次河
川国道
事務所

一般
土木

Ｃ
道
路

鍵掛峠道路新屋中
園地区外整備工事

工事延長L=1,260m
道路土工　1式
地盤改良工（置換)　V=6,100m3
排水構造物工　1式
仮設工　１式

鍵掛峠道路のうち、鳥取県日野郡
日南町新屋地内における地盤改良
（置換）を行う工事である。

チャ
レン
ジ型

Ⅰ
道
路
維
持
管
理

30 2 3 5 40.0

2
三次河
川国道
事務所

維持
修繕

-
道
路

鍵掛峠道路小坪地
区外整備工事

工事延長 L=４，２４０ｍ
　
　伐採　　一式
　仮設工　一式

鍵掛峠道路のうち、広島県庄原市
西城町高尾～三坂地内における伐
採を行う工事である。

チャ
レン
ジ型

Ⅰ
道
路
維
持
管
理

30 2 3 5 40.0

-
三次河
川国道
事務所

維持
修繕

-
河
川

江の川上流樋門改
善外工事

ゲート工　１基
鋼管理橋上部工　２箇所
橋梁用防護柵工　２箇所

一級河川江の川水系江の川の広島
県三次市十日市西地先、三次市作
木町地先及び安芸高田市吉田町地
先において、排水樋門・樋管の管
理橋の更新及びフラップゲートを
設置する工事である。

チャ
レン
ジ型

Ⅱ
河
川
維
持
管
理

30 2 3 5 40.0

取
り
止
め

⑤
施
工
能
力

（
情
報
化
施
工
の
活
用

）

⑥
地
元
企
業
活
用
促
進
型

⑦
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

⑧
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

合
計

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】

技
術
資
料
提
出
者
数

入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除
く
数

）

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

評価点

備
考

工事名 工事概要

工事の特性

（評価項目設定の妥当性が判断できる工事内
容や特性をわかりやすく記載すること）

評
価
型
区
分

難
易
度

加　　　点

①
施
工
体
制

②
企
業
の
施
工
実
績

③
登
録
基
幹
技
能
者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

④
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活
用

）

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.

事
務
所
名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

区
分
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審査対象業務一覧表

平成３０年８月２２日

資料－３

平成３０年度　広島県第一部会（第５回）
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◇【簡易公募型競争入札　総合評価落札方式（標準型 ／簡易型）】　評価項目及び評価点　　（公示前審査）

成績・
表彰

技
術
登
録
部
門

同
種
・
類
似
業
務
の
実
績

迅
速
性

地
域
貢
献
度

履
行
保
証
力

瑕
疵
担
保
力

遵
法
性

業
務
成
績

表
彰

技
術
者
資
格

業
務
実
績

手
持
ち
業
務
量

（
該
当
す
る
場
合
は

非
選
定

）

雇
用
関
係

（
該
当
し
な
い
場
合
は
非

選
定

）

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

技
術
者
資
格

業
務
実
績

（
該
当
し
な
い
場
合
は
非

選
定

）

雇
用
関
係

（
該
当
し
な
い
場
合
は
非

選
定

）

業
務
成
績

（
該
当
し
な
い
場
合
は
非

選
定

）

技
術
者
資
格

業
務
実
績

手
持
ち
業
務
量

（
該
当
す
る
場
合
は

非
選
定

）

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

C
P
D

技
術
者
資
格

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

C
P
D

業
務
理
解
度

実
施
手
順

（
フ
ロ
ー

）

実
施
手
順

（
業
務
量
把
握

）

そ
の
他

（
知
識

）

そ
の
他

（
地
域
の
実
情

）

評
価
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

◇簡易公募型競争入札　総合評価落札方式（簡易型）

重点審査
案件

1
太田川
河川事
務所

高瀬堰施設健全
度調査検討業務

技術提案書等の評価点（特定・入札段階）

合
計

技術提案等の適切性

評
価
割
合

備考

評
価
小
計

評価テーマⅠ

内
容

内
容

評
価
小
計

小
計

評価テーマⅡ

資格・実績 成績・表彰

小
計

事
務
所
名

資格・実績

業
務
名

業
務
種
別

公
示
時
期

（
月

）

入札参加者の評価点（選定・指名段階）

合
計

予定照査技術者の経
験及び能力

小
計

実施方針
・実施フロー

・工程・その他
成績・表彰

予定照査技術者の経験及び
能力

予定管理技術者の経験及び能力

NO

成績・表彰

予定管理技術者の経験及び能力 評
価
テ
ー

マ

実施方針

予定技術者の経験及び能力

業
務
概
要

小
計

参加表明者の経験及び能力

資格・実績
成績・
表彰

資格・実績

小
計

業
務
実
施
体
制

（
該
当
す
る
場
合
は
非
選
定

）

資格・実績
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◇【公募型／簡易公募型プロポーザル方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（特定前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇簡易公募型プロポーザル方式

事
　
　
由

技
術
提
案
書
の

提
出
要
請
者
数

評価ウェート

提出された技術提案書の評価

※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。

中国技術事
務所

参加表明書の評価
（公募型・簡易公募型の場合）

業務概要
参
加
表
明
者
数

要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
者
等

評価テーマ内容

事務所名 業務名

公
示
時
期

（
月

）
満点

備　　　考
（ページ・番号）

技
術
提
案
提
出
者
数

技術提案書の評価

N0 業務種別

地質調査業
務

道路防災総点検に基づく防災カル
テ点検結果の診断評価を行うもの
である。

6 －

防災カルテ点検箇所及び
安定度調査箇所のうち防
災現地確認が必要な箇
所の選定における留意点

1
中国管内道路防
災診断評価業務

重点審査案件
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◇【公募型／簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（入札前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式   簡易型

事
　
　
由

要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
者
等

評
価
割
合

参
加
表
明
者
数

－－2
三次河川国道
事務所

鍵掛峠道路構造物設
計外業務

土木関係建設
コンサルタント
業務

※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。

国道１８３号鍵掛峠道路において、構造物設等計及び
ボーリング調査を行う業務である。

7

評価テーマ公
示
時
期

（
月

）

備　　　考
（ページ・番号）

技術提案書の評価

満点

評価ウェート

技
術
提
案
書
の

提
出
要
請
者
数

提出された技術提案書の評価

技
術
提
案
提
出
者
数

参加表明書の評価
（公募型・簡易公募型の場合）

1
三次河川国道
事務所

三次管内電気通信設
備詳細設計業務

土木関係建設
コンサルタント
業務

三次河川国道事務所管内の放流制御設備更新設計、
照明設備新設設計、予備発電設備新設設計を行うも
のである。

N0 事務所名 業務名 業務種別

6

業務概要
（履行場所、目的、内容）

－ －

3
太田川河川事
務所

広島西部山系飯室上
畠地区砂防堰堤修正
設計業務

土木関係建設
コンサルタント
業務

広島西部山系管内の広島市安佐北区飯室上畠地区
（1-9-673渓流）及び上原地区（1-9-598渓流）におい
て、砂防堰堤修正設計、流木対策工詳細設計を行うも
のである。

7 － －

4
太田川河川事
務所

広島西部山系戸坂新
町南地区砂防堰堤修
正設計業務

土木関係建設
コンサルタント
業務

広島西部山系管内の広島市東区戸坂新町地区（1-9-
269渓流）において、砂防堰堤修正設計、流木対策工
詳細設計を行うものである。

7 － －
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